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一方で｢学校生活の様々な場面｣
で不安を感じる子どもたち 

 
 入学(入学式)への不安 

 学習への不安 

 友だち関係への不安 

 学校行事への不安(特に宿泊行事) 

 

 

～例えば(中学校では)～ 

など 
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※初めての場面､先の見通しが見え
ない場面での不安が大きい 

個に応じた｢合理的配慮｣が必要 



など 
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入学(入学式)への不安 

 

＊入学式前日などにシミュレー
ションを行っておく 

教室､式の会場などの下見 

当日の流れがわかるマニュアル
を作成する 
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学習への不安 

 ＊授業のユニバーサルデザイン化 

 ※見通しをもてる授業 

＊個別には支援学級や通級など 

個別の指導を行える場の提供 

基礎的環境整備 

合理的配慮 

＋ 
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友だち関係への不安 

 

 ＊学校としての人権教育(仲間づくり   
や障がい理解など)の取り組みの中で 

 ※クラスミーティングの活用 

  

＊個別にはカウンセリングやSSTな
どで 

基礎的環境整備 

合理的配慮 

＋ 
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学校行事への不安
(特に宿泊行事) 

 ＊インクルーシブな視点で行き先の 

 選定や活動内容の決定を行う  

＊個別に事前学習を行う 

｢しおり｣も個に応じたものを作成 

基礎的環境整備 

合理的配慮 

＋ 



ビジュアル版｢しおり｣の作成について 

 ＊対象生徒＝支援学級生徒､通級教室生徒 
 

 ＊作成のポイント 

 ・先の見通しが事前にわかる 

  

 ・写真やイラストを多用し視覚的に流れが 

  イメージしやすいようにする 

 （通常版の｢しおり｣の文字が読みこみにくい､ 

  情報の取り出しが苦手な子たちが多いので） 

 

 ・一部を（  ）など空欄をつくりワークシートにする 

  

 ・自閉症の生徒には､一場面をカードにして作成 

  するほうがわかりやすい。     
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ビジュアル版の｢しおり｣(例) 

＋ 



14 

ビジュアル版の｢しおり｣ 

１年生ホームルーム合宿１日目｣(例) 
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